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１．概要（Summary） 

日々増加し続けている情報トラフィック量に対応するた

めに高速化と低消費電力化を両立した通信技術の開発

が現在望まれている。高速化と低消費電力化を実現する

ために短距離間での大容量光通信技術の開発が現在注

目されている。しかし光インターコネクションの実用化のた

めには三次元間での光通信の実現が不可欠であり、それ

を実現するには集光レンズを光導波路に挿入する必要が

ある。今回 NPF の設備を利用して試作した集光レンズの

形状観察を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

短波長レーザー顕微鏡[OLS-4100] 

【実験方法】 

自社にて製作した集光レンズをレーザー顕微鏡にて測

定及び考察を行う 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

集光レンズの様子を Fig. 1、断面図を Fig. 2、滴下時

間を変更した際の曲率半径の推移を Fig. 3に載せる。 

 

Fig. 1 Focusing lens. 

 

Fig. 2 Cross section of focusing lens. 
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Fig. 3 Change in radius of curvature  

when dripping time is changed. 

Fig. 2 より集光レンズの形状は良好であることが確認で

きた。しかし、Fig. 3 より集光レンズのばらつきがかなり大

きく今までの製作方法では実用化には難しいことが判明し

た。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 


